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例　　言
1.本書は、株式会社トラックスが行う社屋建築に伴う芝宮遺跡群下曽根遺跡Ⅹの発掘調査報告書で
　ある。
2.調 査 原 因 者　　　　　　株式会社　トラックス　代表取締役　早川多津男　
3.調 査 主 体 者　　　　　　佐久市教育委員会
4.遺跡名および所在地　　　 芝宮遺跡群　下曽根遺跡Ⅹ(OSSⅩ)
　　　　　　　　　　　　　佐久市小田井字39-1　他
5.調査期間及び面積　　　　平成28年４月５日～４月18日(現場作業)
　　　　　　　　　　　　　平成28年４月19日～   (報告書作成作業)
　　　　　　　　　　　　　　386㎡
6.調 査 担 当 者　　　　　　冨沢一明　上原　学
7.本書の編集・執筆は冨沢が行った。
8.本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凡　　例
1.遺構の略記号は、住居址(Ｈ)・土坑(Ｄ)・ピット(P)である。
2.挿図の縮尺については、挿図中にスケールを示した。
3.遺構の標高は遺構ごとに統一し、水糸標高を「標高」とした。
4.土層の色調は、1988年版『新版　標準土色帖』に基づいた。
5.挿図中のスクリーントーンは以下のことを示す。
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第1図　下曽根遺跡Ⅹ位置図(1：50000)
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第２図　周辺遺跡位置図(1：10000)
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第Ⅰ章　発掘調査の経緯
1.経過と立地
　下曽根遺跡Ⅹは、佐久市の小田井地籍に所在し、芝宮遺跡群の中ほどに位置する。遺跡は、佐久平北
部にみられる「田切り地形」の台地上に立地し、台地周辺の海抜は7５0ｍ前後を測る。
　本遺跡の周辺では、数多くの遺跡が調査されている。調査区に接して東西に延びる市道は、平成６年
～１２年度にかけて発掘調査がなされ、古墳時代から古代を中心とした集落跡が発見されている。発見
された遺構は竪穴住居115軒、掘立柱建物跡42棟等があった。また、東側を通過する上信越自動車道の
発掘調査では、同じく古墳時代から古代にかけての大規模な集落跡が検出され、「海獣葡萄鏡」等が発見
されている。
　今回、遺跡群内で、株式会社トラックスにより社屋建築の計画がなされ佐久市教育委員会に文化財
保護法93条の届出がなされた。当教育委員会では対象地の試掘調査を行い遺構が発見された為、保護
協議を行い、遺跡の保護措置がとれない部分のみ、記録保存目的の発掘調査を行うこととなった。　
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２.調査体制
　調査受託者　　佐久市教育委員会　 教育長   　楜澤晴樹
　事    務   局　　社会教育部長　   　 荻原幸一  
　　　　　　　　文化振興課長　       三石　建
　　　　　　　　　　　企画幹　　　小林登志郎　
　　　　　　　　文化財調査係長　　大塚広樹
　　　　　　　　文化財調査係　　　小林眞寿　 冨沢一明    上原   学　    神津一明 　生島修平
　
   調 査 担 当　  　冨沢一明      上原　学
   調    査   員   　  赤羽根篤　　浅沼勝男　　甘利隆雄　　岩松茂年　　木内修一　 　堺　益子
　　　　　　 　　中澤　登　  羽毛田利明　  橋詰勝子       橋詰信子　    横尾敏雄　　依田好行
                 　　     栁澤孝子　　渡辺　学　　 岩崎重子　　加藤ひろ美　林　まゆみ     堀籠保子

３.調査日誌
　　　平成28年1月８日　株式会社トラックスより土木工事等のための埋蔵文化財発掘の届出。
　　　　　　　 1月12日　長野県教育委員会へ市教育委員会より27佐教文振第1331-2号土木工
　　　　　　　　　　　  事等のための埋蔵文化財発掘の通知について(副申)
　　　　　　　1月18日　長野県教育委員会より27教文第7-1291号にて周知の埋蔵文化財包蔵地
　　　　　　　　　　　   における土木工事等について(通知)
　　　　　　　1月8・9日　市教育委員会により試掘調査を行う。
　　　　　　　2月22日　株式会社トラックスより埋蔵文化財発掘調査の概算調査費の見積に
　　　　　　　　　　　  ついて依頼。
　　　　　　　3月16日　市教育委員会より見積もり回答
　　　　　　　4月  1日    株式会社トラックスと市教育委員会により埋蔵文化財発掘調査委託契約
　　　　　　　　　　　   を締結。
　　　　      　 4月5～15日　開発対象地の発掘調査を行う。
　　　　  　 　4月18日　埋蔵文化財の発見届を佐久警察署に行う。
　　　              5月  9日　長野県教育委員会より文化財認定がなされる。

 4.遺構・遺物の概要
　　遺　構　　竪穴住居址　11軒(古墳・奈良・平安)　　ピット列　1基　　　 土  坑　8基　　
　　遺　物　　土師器・須恵器(坏・蓋・甕・壺・甑)　　石製品(磨石・叩き石)　　石製模造品(臼玉)
　　　　　　　鉄製品(鉄鏃)　
　　
５.標準土層　　　　
　　今回の調査地点は南西側に僅かに傾斜する田切台地
　上で、基本層序は3層に分かれ、Ⅲ層上面が遺構確認面
　である。確認面深さは地表より30～50㎝ほどであった。
　
　第Ⅰ層　10YR5/1 褐灰色土　　耕作土しまり弱い。　
　第Ⅱ層　10YR2/1 黒色土　　　軽石粒を多く含む。
　第Ⅲ層　10YR6/8 明黄褐色土　P1層で上部に漸移層
　　　　　　　　　　　　　　　あり。　　　　　
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 6.調査の方法
遺構調査

　住居址䛿ᆒ➼に䠐分๭し䚸 ᑐ面する䠎༊⏬を掘り下䛢土ᒙのほᐹ ・ 記㘓を行䛳たᚋ᏶掘し䚸 ᗋ面を⢭

査し䚸 ᰕ穴 ・ ⅔ ・ 䜹䝬ド➼を㐺ᐅ分๭し䚸 土ᒙのほᐹ ・ 記㘓を行い䚸 ᭱⤊ⓗに平面の記㘓を行䛳た。

遺物䛿分๭したྛ༊ẖにྲྀり上䛢䚸 ᗋ面上の遺物に関し䛶䛿㐃⥆する 㻺㼛 を௜䛡䠏ḟඖの記㘓を行いྲྀ

り上䛢た。 土坑䛿長㍈᪉ྥにἢ䛳䛶䠎分๭し䚸 ༙⿢に䜘り土ᒙのほᐹ ・ 記㘓を行䛳たᚋ᏶掘した。 遺物

䛿遺構 㻺㼛 で一ᣓした。 ⁁址䛿▷辺᪉ྥに௵ពのሙ所で༊分し䚸 土ᒙをほᐹ ・ 記㘓した。 遺物䛿༊

ẖにྲྀり上䛢た。 遺構እの遺物䛿䜾リットẖにྲྀり上䛢た。

㑇ᵓ 㔞

　平面ᅗ ・ ᩿面ᅗともに調査༊ෆにタᐃした基‽ᮺを฼⏝した㐵り᪉ 㔞に䜘り調査ᢸᙜཬ䜃調査員が

ᐇ᪋し䚸 ⦰ᑻ䛿 1㻛20 を基ᮏとした。

෗┿

　⌧ሙでの෗┿䛿䚸 䝕䝆䝍䝹一║䝺䝣䜹䝯ラに䜘る 㻾A㼃 ⏬㉁䝰䠉ドと䚸 35 䟚一║䝺䝣䜹䝯ラに䜘る䜹ラ䠉

リ䝞䠉䝃䝹で同一䜹ットをྛ䚻記㘓した。 遺物෗┿䛿䝕䝆䝍䝹一║䝺䝣䜹䝯ラで᧜ᙳし䚸 㻱㻼㻿 䝕䠉䝍ᙧᘧ

で報告書に౑⏝した。

㑇ᵓ 䞉㑇≀䛾ᩚ⌮➼

遺物Ὑί䛿➉䝤ラシを⏝いᡭで行い䚸 ᐊෆで⮬↛஝⇱させた。 ὀ記䛿ⓑⰍの䝫䝇䝍䠉䜹ラ䠉に䜘り行

い䚸 ⷧ䜑たラッ䜹ーをその上からሬᕸした。 遺物の᥋ྜ䛿䝉䝯䝎イン䠟を౑⏝し䚸 遺物᚟ඖの㝿の඘ᙜ

ᮦ䛿䜶䝫キシ⣔ᶞ⬡を⏝いた。 遺物ᐇ 䛿ᡭྲྀりで行䛳た。 遺物のಖ⟶に㝿し䛶䛿報告書を台ᖒとし

䛶䚸 報告書ᥖ㍕遺物とᮍᥖ㍕遺物に༊分し䚸 コン䝔䝘に分㢮ラ䝧䝹を㈞り収蔵ᗜに収⣡した。

ᅗ面䛿遺構を 1㻛40 でಟṇ䚸 遺物を 1㻛1 でᐇ し䚸 それ䛮れ௬ᅗ∧をస成した。 䚷

報告書

　文❶とᤄᅗ䛿䜰ド䝡社製の 䛂イラ䝇ト䝺ー䝍ー䛃 でస成し䚸 ⾲に䛴い䛶䛿䝬イク䝻䝋䝣ト社の 䛂䜶ク䝉䝹䛃

でస成した。 ෗┿ ・ ᣅᮏ䛿䜰ド䝡社製 䛂䝣䜷トシ䝵ッ䝥䛃 に䜘り⿵ṇຍᕤを行䛳た。 これらを᭱⤊ⓗに

䛂イラ䝇ト䝺ー䝍ー䛃 に䜘り㡫༢఩で編集し䚸 印刷原✏とした。

第３図　調査区位置図
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 (２)　H２号住居址　

  本址は西側調査区西端で検出された。形態は方形と考えられる。西側が一部調査区域外となる。規模は、

東壁が5.06mで北壁が検出長4.40m、南壁が4.54mである。床面積は検出部分で22.50㎡を測る。壁深さは

北東コーナーで最大0.54ｍを測る。住居主軸方位はN-29゜-Wを示す。床は全体に硬質で、全体に貼床が

施されていた。検出された壁部分には壁溝が巡っていた。ピットは８か所で検出された。P1～P4は主柱穴と

考えられる。各ピットの規模はP1が径0.45ｍ・深さ0.48m、P2が径0.33ｍ・深さ0.62m、P3が径0.47ｍ・深さ0.67

m、P4が径0.37ｍ・深さ0.60mを測る。

　カマドは北壁中央部に構築されており、煙道部と支脚石が残存していた。袖部は礫と粘土により構築され

火床部はよく焼けていた。住居掘方は南壁周辺のみ一段深く掘り込まれていた。

　本址からの出土遺物は多く、１５点を図示した。1は須恵器蓋であり、摘み部が欠損している。2は須恵器

高台坏であり、見込み部が非常に研磨されている。３～5は土師器坏であり、3はいわゆる「須恵器模倣坏」

の一種である。5は形態から「皿」とすべきかもしれない。６～9は土師器甕である。いずれも底部が欠損して

いる。6はカマド脇から出土した。6.7.9はいわゆる「武蔵甕」と捉えられるものである。10は土師器球胴甕の

底部と考えられる。

750.9m
2m
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1層　10YR4/3　にぶい黄褐色土　しまり・粘性あり。

　　　　　　　　　　ローム粒子を多く含む。

2層　10YR3/2  黒褐色土　しまり・粘性弱い。小石を多く含む。

　　　　　　　　　　下層に少量の粘土を含む。

３層　10YR2/1  黒色土　しまりややあり。粘性あり。

　　　　　　　　　　黒色土のブロック。

４層　10YR3/3  暗褐色土　しまり弱い。ローム粒子を多く含む。

(1:4)

第Ⅱ章　遺構と遺物
１.竪穴住居址
  (１) H１号住居址　

  本址は西側調査区西端で検出された。形態は方形と考えられるが西側が調査区外となり不明である。規

模は、東壁長3.54m・北壁の検出長1.70m・南壁の検出長1.95mである。床面積は検出部分で6.53㎡を測る。

壁深さは最大0.44ｍを測る。住居主軸方位はN-28゜-Wと推定される。床は全体に軟質で、踏み固められた

ような床であった。調査区域外となる北壁付近で床面上に少量の焼土と粘土が確認された。この事から、

本址は、北壁にカマドが構築されていると考えられる。本址からはピットが１か所検出された。規模は径

0.32ｍ・深さ0.20ｍを測る。

　本址からの出土遺物は少量であったが、図示した須恵器高台坏が覆土から出土した。口縁部を欠損す

るがほぼ全容を把握できる資料である。本址からの出土遺物は少なく不確実な要素もあるが、図示した須

恵器高台坏の特徴から、本址は8世紀代に位置づけられると考える。

第４図　　H1号住居址及び出土遺物実測図

第５図　H2号住居址出土遺物実側図 (1)
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1ᒙ　10㼅㻾3㻛4　ᬯ〓Ⰽ土　䝻ー䝮・㍍石をྵ䜐。

䠎ᒙ　10㼅㻾3㻛3  ᬯ〓Ⰽ土　䝻ー䝮・㍍石・㯮〓Ⰽ䝤䝻ックをྵ䜐。

䠏ᒙ　10㼅㻾3㻛4  ᬯ〓Ⰽ土　䝻ー䝮・㍍石・⢓土⢏Ꮚをྵ䜐。

䠐ᒙ　10㼅㻾2㻛3  㯮〓Ⰽ土　Ⅳ化物・↝土・䝻ー䝮⢏Ꮚをྵ䜐。

䠑ᒙ　10㼅㻾3㻛3  ᬯ〓Ⰽ土　䝻ー䝮・㍍石をྵ䜐。

䠒ᒙ　10㼅㻾3㻛3　ᬯ〓Ⰽ土　し䜎りなし。

䠓ᒙ　7.5㼅㻾3㻛3　ᬯ〓Ⰽ土　⢓土ሢと↝土をྵ䜐。

䠔ᒙ　5㼅㻾4㻛4    に䜆い㉥〓Ⰽ土　⢓土と↝土をྵ䜐。

䠕ᒙ　10㼅㻾7㻛3  に䜆い㯤ᶳⰍ土　⢓土ᒙで䜘くᅛ䜎䛳䛶いる。

10ᒙ　2.5㼅㻾4㻛6  ㉥〓Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶᙅい。䜘く↝䛡䛶いる。

11ᒙ　10㼅㻾3㻛4   ᬯ〓Ⰽ土　䝻ー䝮ከく䚸㍍石をྵ䜐。

12ᒙ　10㼅㻾6㻛6  明㯤〓Ⰽ土　䝻ー䝮⢏Ꮚをከくྵ䜐。

　　　　　　　　　　                 　上面䜘く◳㉁化し䛶いる。

　

㻰
㻰䇻

㻰 㻰䇻

㻮 㻮䇻

㻯䇻

㻮
㻮䇻

㻯 㻯䇻

㻢

第６図　　H2号住居址及び出土遺物実測図 (2)
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㻰5 㻼1
㻼2

㻼3

㻼4

㻼5

㻼6

㻝

㻞 㻟

㻠

1ᒙ　10㼅㻾4㻛3 に䜆い㯤〓Ⰽ土　↝土・Ⅳ化物をྵ䜐。

䠎ᒙ　10㼅㻾3㻛4 ᬯ〓Ⰽ土　↝土・Ⅳ化物・㍍石をྵ䜐。

䠏ᒙ　10㼅㻾2㻛3 㯮〓Ⰽ土　↝土・Ⅳ化物・㍍石をྵ䜐。

䠐ᒙ　10㼅㻾3㻛3　ᬯ〓Ⰽ土　↝土・Ⅳ化物・㍍石をྵ䜐。

䠑ᒙ　10㼅㻾4㻛4　〓Ⰽ土　䝻ー䝮・䝻ー䝮䝤䝻ックをከくྵ䜐。↝土をྵ䜐。

䠒ᒙ　10㼅㻾3㻛3  ᬯ〓Ⰽ土　䝻ー䝮・Ⅳ化物をྵ䜐。

䠓ᒙ　10㼅㻾3㻛3  ᬯ〓Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶやや䛒り。䝻ー䝮䝤䝻ック・

　　　　　　　　　　ⓑⰍ⢏Ꮚをከくྵ䜐。

1～4  (1㻦4)

751.0㼙
2㼙

 

0 (1㻦80)

調査༊እ

㻭㻭

㻭
䇻

1
2

3

䜹
ク

ラ
ン

㻭
䇻

㻼1

1ᒙ　10㼅㻾4㻛4 　〓Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶ䛒り。䝻ー䝮䝤䝻ックをከくྵ䜐。

䠎ᒙ　10㼅㻾3㻛2   㯮〓Ⰽ土　し䜎り䛒り。䝻ー䝮䝤䝻ックをᑡ㔞ྵ䜐。

䠏ᒙ　10㼅㻾5㻛6　　㯤〓Ⰽ土　し䜎り䛒り。上面◳㉁化し䚸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　䝻ー䝮䝤䝻ックをከくྵ䜐。

第８図　H4号住居址及び出土遺物実測図
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第７図　H３号住居址実測図

　

   11～13䛿⁥石製の⮻⋢で䛒る。11と13䛿Ḟᦆし䛶い䛶いる。14䛿鉄㙨と⪃䛘られる。ⷧいᯈをᡴ䛱ᢤい

た䜘うな≧ែで䚸ล部䛿஬ゅᙧを䛶いする。5䛿⏝㏵୙明な鉄製品で䛒るが䚸᩿面ᙧから鉄㙨の᯶部分とも

⪃䛘られる。

　ᮏ址䛿これらのฟ土遺物から䚸古墳時代ᚋ期(䠓ୡ⣖代)の所⏘と⪃䛘られる。

 (䠏)　㻴䠏号住居址　

  ᮏ址䛿すഃ調査༊北す➃で᳨ฟされた。ᙧែ䛿住居༡東

コー䝘ー部のみの᳨ฟで䚸኱部分が調査༊ᇦእとなるた䜑

ヲ⣽䛿୙明で䛒る。つ模䛿䚸᳨ฟ部分で東ቨ1.80㼙・༡ቨ

1.56㼙で䛒る。ቨ῝さ䛿北ഃ調査༊で᭱኱0.62䡉を る。

ቨ䛿䜋䜌ᆶ┤に❧䛱上がる。住居主㍈᪉఩䛿᥎ᐃで

㻺-21゜-㼃を♧す。ᗋ䛿඲యに◳㉁で䚸㈞ᗋが᪋され䛶いた。

᳨ฟされたቨ部分に䛿ቨ⁁がᕠ䛳䛶おり䚸῝さ0.10～0.13䡉

を る。ピット䛿1か所᳨ฟされた。㻼1のつ模䛿ᚄ0.60䡉・῝さ

0.63㼙を る。䜎た䚸ᮏ址の掘᪉䛿ቨ㝿が一ẁ῝く掘り込䜎れ

たᙧ≧で䛒䛳た。

　ᮏ址からのฟ土遺物䛿ᑡ㔞で䛒りᅗ♧できるもの䛿↓か䛳

たが䚸土師器⏎∦14Ⅼがฟ土した。これら䛿い䛪れも小∦で

䛒るが䚸古墳時代ᚋ期の特ᚩをそな䛘るもので䛒り䚸ᮏ址の所

⏘時期䛿古墳時代ᚋ期のྍ⬟ᛶがᣦ᦬できる。



㻼

㻼

750.60㼙
2㼙

 

0 (1㻦80)

㻭 㻭䇻

㻭

㻭䇻

調査༊ᇦእ

1
3

24

5

7

5

6

䜹クラン
A

㻮

㻯

㻴5

㻴6

㻴8

䜹クラン
㻼1

㻼2

䜹クラン

㻴5

1ᒙ　10㼅㻾2㻛1　㯮Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶやや䛒り。䝻ー䝮⢏Ꮚከくྵ䜐。

䠎ᒙ　10㼅㻾4㻛3　に䜆い㯤〓Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶやや䛒り。小石・䝻ー䝮䝤䝻ックをྵ䜐。

䠏ᒙ　10㼅㻾3㻛1  㯮〓Ⰽ土    　し䜎り・⢓ᛶやや䛒り。

䠐ᒙ　10㼅㻾4㻛2  ⅊㯤〓Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶやや䛒り。䝻ー䝮⢏Ꮚをከ㔞にྵ䜐。

䠑ᒙ　10㼅㻾3㻛3　 ᬯ〓Ⰽ土　　し䜎り・⢓ᛶ䛒り。

䠒ᒙ　10㼅㻾4㻛4  〓Ⰽ土　　  　し䜎りᙅい。䝻ー䝮䝤䝻ック主య。

䠓ᒙ　10㼅㻾5㻛6  㯤〓Ⰽ土　   し䜎り䛒り。⢓ᛶᙅい。䝻ー䝮䝤䝻ックをከくྵ䜐。　

㻴6

Aᒙ　10㼅㻾2㻛1 　㯮Ⰽ土　  　し䜎り・⢓ᛶやや䛒り。

㻮ᒙ　10㼅㻾5㻛6　㯤〓Ⰽ土　　し䜎り・⢓ᛶᙅい。䝻ー䝮⢏Ꮚをከくྵ䜐。

㻯ᒙ　10㼅㻾4㻛6　〓Ⰽ土　   　し䜎り䛒り。䝻ー䝮主య。

第９図　　H５・６号住居址実測図　

- � -

 (䠐)　㻴䠐号住居址　

  ᮏ址䛿すഃ調査༊北➃で᳨ฟされた。㻰5号土坑と㔜」関ಀに䛒り䚸ᮏ址の᪉が古い。ᙧែ䛿᪉ᙧと⪃

䛘られるが䚸北ഃの༙分が調査༊ᇦእとなるた䜑ヲ⣽䛿୙明で䛒る。つ模䛿䚸᳨ฟ部分で東ቨ2.68㼙・༡

ቨ1.95㼙で䛒る。ቨ῝さ䛿༡東コー䝘ーで᭱኱0.36䡉を る。住居主㍈᪉఩䛿᥎ᐃで㻺-19゜-㼃を♧す。ᗋ

䛿中ኸ部分が◳㉁で䚸㈞ᗋが᪋され䛶いた。ピット䛿6か所で᳨ฟされた。㻼1と㻼2䛿᳨ฟ఩⨨䜘り主ᰕ穴と

⪃䛘られる。つ模䛿㻼1がᚄ0.40䡉・῝さ0.21㼙䚸㻼2がᚄ0.40䡉・῝さ0.45㼙䚸㻼3がᚄ0.57䡉・῝さ0.19㼙䚸㻼4が

ᚄ0.34䡉・῝さ0.23㼙䚸㻼5がᚄ0.66䡉・῝さ0.46㼙䚸㻼6がᚄ0.50䡉・῝さ0.24㼙を る。住居址掘᪉䛿ቨ㝿が

一ẁ῝くなる掘᪉で䛒䛳た。

　ᮏ址からのฟ土遺物䛿ᑡ㔞で䛒䛳たが䠐Ⅼをᅗ♧した。䠍䛿土師器ᆗでෆ面に㯮Ⰽฎ⌮が᪋され䛶いる。

䠎と䠏䛿土師器⏎で䚸3䛿い䜟䜖る䛂Ṋ蔵⏎䛃と࿧ばれるもので䛒る。䠐䛿㍍石製の石製品で䛒る。୧面から✸

Ꮝを᪋し䛶いるが䚸㈏㏻し䛶いない。⏝㏵䛿ᙧែから㗽➼が⪃䛘られる。

　ᮏ址の所⏘時期䛿䚸ᅗ♧した遺物のෆ䚸1と2がそ土中䚸3䛿掘᪉埋䜑土ෆからのฟ土で䛒るた䜑䚸䠏の土

師器⏎の特ᚩ䜘り䚸奈良時代(䠔ୡ⣖代)と⪃䛘られる。

 (䠑)　㻴䠑号住居址　

  ᮏ址䛿東ഃ調査༊北➃で᳨ฟされた。ᙧែ䛿北ഃの኱部分が調査༊ᇦእとなるた䜑ヲ⣽䛿୙明で䛒る。

つ模䛿䚸東ቨが᳨ฟ長1.80㼙・༡ቨがṧᏑ長3.30㼙を る。ቨ῝さ䛿༡ഃで᭱኱0.38䡉を り䚸䜋䜌ᆶ┤に

❧䛱上がる。住居主㍈᪉఩䛿᥎ᐃで㻺-24゜-㼃を♧す。ᗋ䛿඲యに◳㉁で䚸㈞ᗋが᪋され䛶いた。東ቨの

一部分に䛿ቨ⁁がᕠ䛳䛶いた。ピット䛿掘᪉᳨ฟ時に䠎か所᳨ฟされた。つ模䛿㻼1がᚄ0.25䡉・῝さ0.12㼙䚸

㻼2がᚄ0.28䡉・῝さ0.20䡉を る。

　ᮏ址からのฟ土遺物䛿ᑡ㔞で土師器ᆗ∦䠍Ⅼ䚸土師器⏎∦8Ⅼ䚸須恵器⵹∦䠍Ⅼが䛒䛳たが䚸い䛪れも

小∦でᅗ♧できるもの䛿なか䛳た。䜘䛳䛶ᮏ址の所⏘時期䛿୙明で䛒る。

(䠒)　㻴䠒号住居址　

  ᮏ址䛿東ഃ調査༊北➃で᳨ฟされた。ᙧែ䛿北ഃの኱部分が調査༊ᇦእとなるた䜑ヲ⣽䛿୙明で䛒る。

㻴䠑号住居址と㔜」関ಀに䛒り䚸ᮏ址の᪉が古い。つ模䛿䚸༡ቨが3.90㼙䚸東ቨが᳨ฟ長2.21㼙・すቨがṧ

Ꮡ長0.50㼙を る。ቨ῝さ䛿༡東コー䝘ーで᭱኱0.36䡉を る。住居主㍈᪉఩䛿᥎ᐃで㻺-24゜-㼃を♧す。

ᗋ䛿඲యに㌾㉁で䚸㈞ᗋが᪋され䛶いた。ピット䛿確認されなか䛳た。

　ᮏ址からのฟ土遺物䛿㻴䠑号住居址同様にᑡ㔞で土師器ᆗ∦䠐Ⅼ䚸土師器⏎∦14Ⅼ䚸須恵器ᆗ∦䠎Ⅼが

䛒䛳たが䚸い䛪れも小∦でᅗ♧できるもの䛿なか䛳た。䜘䛳䛶ᮏ址の所⏘時期䛿୙明で䛒る。



750.2㼙
2㼙

 

0 (1㻦80)
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㻭䇻

㻮

㻮
䇻
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㻴9

㻮
䇻

㻮
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㻯
㻯
䇻

㻭
㻭䇻

㻮

㻮
䇻

㻴9

1
34 4

8

6

9

1
5

2
3

4
9

6

8

䜹クラン

㻼1 㻼 㻼

䜹クラン 㻼 㻼

7 1ᒙ　10㼅㻾3㻛2  㯮〓Ⰽ土　し䜎り䛒り。⢓ᛶᙅい。

2ᒙ　10㼅㻾5㻛6  㯤〓Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶ䛒り。䝻ー䝮䝤䝻ックをከくྵ䜐。

3ᒙ　10㼅㻾3㻛1  㯮〓Ⰽ土　し䜎りやや䛒り。䝻ー䝮⢏Ꮚをከくྵ䜐。

4ᒙ　10㼅㻾3㻛1  㯮〓Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶ䛒り。

5ᒙ　10㼅㻾5㻛8  㯤〓Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶやや䛒り。⢓土䝤䝻ックをᑡ㔞ྵ䜐。

6ᒙ　10㼅㻾3㻛4  ᬯ〓Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶᙅい。↝土・Ⅳ化物をྵ䜐。

7ᒙ　2.5㼅㻾4㻛8  ㉥〓Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶᙅい。䜘く↝䛡䛶いる。

8ᒙ　10㼅㻾7㻛4  に䜆い㯤ᶳⰍ土　し䜎り・⢓ᛶ䛒り。⢓土ᒙ

9ᒙ　10㼅㻾5㻛3  に䜆い㯤〓Ⰽ土　し䜎り㠀ᖖに䛒り。⢓ᛶᙅい。

　　　　　　　　　                        　小石をከくྵ䜐。⢓土䝤䝻ックをྵ䜐。　

㻠

㻝
㻣㻚㻤

第11図　H８号住居址実測図
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第10図　H7号住居址実測図

㻭

㻭䇻

㻭 㻭䇻
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調査༊ᇦእ

750.3㼙
2㼙

 

0 (1㻦80)

㻼1

䜹クラン

䜹クラン

1ᒙ　10㼅㻾4㻛3  に䜆い㯤〓Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶやや䛒り。䝻ー䝮䝤䝻ックをྵ䜐。

2ᒙ　10㼅㻾4㻛3  に䜆い㯤〓Ⰽ土　し䜎り䛒り。1ᒙにẚ䜉䝻ー䝮䝤䝻ックをከくྵ䜐。

3ᒙ　10㼅㻾7㻛2  に䜆い㯤ᶳⰍ土　し䜎り・⢓ᛶ䛒り。ⓑⰍ⢏Ꮚをከくྵ䜐。

4ᒙ　10㼅㻾4㻛4  〓Ⰽ土　　　　　　　し䜎り・⢓ᛶᙅく䚸䝻ー䝮土主య。

5ᒙ　10㼅㻾4㻛4  〓Ⰽ土　　　　　　　し䜎り䚸⢓ᛶ䛒り。㯮Ⰽ土䝤䝻ックをྵ䜐。

 (䠓)　㻴䠓号住居址　

  ᮏ址䛿東ഃ調査༊の北東➃で᳨ฟされた。㻴11号住

居跡と㔜」関ಀに䛒り䚸ᮏ址の᪉が᪂しい。ᙧែ䛿᪉

ᙧと⪃䛘られるが䚸北ഃの኱部分が調査༊ᇦእとなる

た䜑ヲ⣽䛿୙明で䛒る。つ模䛿䚸༡ቨが3.70㼙䚸東ቨ

とすቨ䛿᳨ฟ部分で東ቨ1.60㼙・すቨ1.00㼙を る。

ᗋ面積䛿᳨ฟ部分で4.42㎡を る。ቨ῝さ䛿༡すコ

ー䝘ー部で᭱኱0.46䡉を る。住居主㍈᪉఩䛿᥎ᐃ

で㻺-32゜-㼃を♧す。ᗋ䛿඲యに◳㉁で䚸㈞ᗋが᪋さ

れ䛶いた。䜎た䚸᳨ฟされたቨ部分に䛿ቨ⁁がᕠ䛳䛶

おり䚸῝さ0.07䡉を る。ピット䛿䠍か所が᳨ฟされた。

㻼1のつ模䛿ᚄ0.38䡉・῝さ0.03㼙を る。

　ᮏ址からのฟ土遺物䛿ᑡ㔞で䛒りᅗ♧できるもの䛿

なか䛳たが䚸そ土からい䜟䜖る䛂有ẁཱྀ⦕ᆗ䛃と࿧ばれ

る土師器ᆗの◚∦やෆ面に྇きᢏἲのṧる土師器⏎

の◚∦がฟ土し䛶いる。これらのฟ土遺物から䚸ᮏ址

䛿古墳時代ᚋ期の所⏘と᥎ᐃされる。
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15  (1㻦2)

1～14.16  (1㻦4)

第12 図　H８号住居址出土遺物実測図
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 (䠔)　㻴䠔号住居址　

  ᮏ址䛿東ഃ調査༊す䜘りで᳨ฟされた。㻴9号住居址と㔜」関ಀに䛒り䚸ᮏ址の᪉が古い。ᙧែ䛿᪉ᙧで

䛒る。つ模䛿䚸東ቨ3.48㼙・༡ቨ3.50㼙・すቨ3.32㼙・北ቨ3.90㼙で䛒る。ቨ῝さ䛿北東コー䝘ーで0.65䡉を 

る。住居主㍈᪉఩䛿東䜹䝬ドを基‽に㻺-72゜-㻱を♧す。ᗋ䛿中ኸ部分が特に◳㉁で䚸඲యに㈞ᗋが᪋さ

れ䛶いた。ピット䛿1か所᳨ฟされた。つ模䛿㻼1がᚄ0.40䡉・῝さ0.26㼙を る。住居址掘᪉䛿住居中ኸが

一ẁ高くなる掘᪉で䚸すቨ㝿に῝さ0.17～0.19㼙のピット≧の落䛱込みが᳨ฟされた。

　䜹䝬ド䛿北ቨ中ኸと東ቨ北䜘りで᳨ฟされた。東ቨ䜹䝬ドが住居の᭱⤊౑⏝䜹䝬ドと⪃䛘られ䚸↮㐨部が

ṧᏑし䛶いた。⿇䛿ⓑⰍ⢓土で構築され䚸ⅆᗋ部䛿㠀ᖖに䜘く↝䛡䛶いた。北ቨの䜹䝬ド䛿↮㐨が長くの

䜃る䝍イ䝥の䜹䝬ドで䛒り䚸⿇➼の構築物䛿᧔ཤされ䚸↮㐨部も埋ᡠしの䜘うなሁ積≧ἣで䛒䛳た。
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1～15  (1㻦4)
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㻭 㻭䇻

㻭

㻭䇻

䜹クラン

1 2

1ᒙ　10㼅㻾3㻛4 　ᬯ〓Ⰽ土　䝻ー䝮・㍍石・Ⅳ化物・⢓土⢏をྵ䜐。

2ᒙ　10㼅㻾5㻛6 　㯤〓Ⰽ土　上面し䜎り䛒り。䝻ー䝮ከくྵ䜐。

第13図　H９号住居址及び出土遺物実測図
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　ᮏ址からのฟ土遺物䛿ややከく䚸16Ⅼをᅗ♧した。䠍～4䛿土師器ᆗで䛒る。1と2䛿い䜟䜖る䛂須恵器模

ೌᆗ䛃で䛒り䚸3と4䛿ᚊ௧⣔のᆗで䛒る。5と6䛿土師器の小ᆺ⏎で䛒る。7と8䛿⏎で同一ಶయと⪃䛘られる

が᥋ྜⅬがぢい䛰せない。9䛿土師器⏎とし䛶ᤊ䛘たが䚸㖊やናとい䛳た器種のྍ⬟ᛶも䛒る。䛒らい䝭䜺

キが᪋され䛶いる。11䛿㖊で䛒り䚸୎ᑀな䝭䜺キが᪋され䛶いる。12と13䛿ᮏ址にక䜟ないがቚ書土器で䛒

䛳たた䜑ᅗ♧した。䛹䛱らもุㄞ䛿できない。14䛿⦖文ᚋ期ᇼஅෆᘧの῝㖊◚∦と⪃䛘られる。15䛿鉄製

品で⏝㏵䛿୙明で䛒る。16䛿྇き石で䠏か所に྇き⑞が確認できる。

　ᮏ址䛿これらのฟ土遺物から古墳時代ᚋ期(䠓ୡ⣖代)の所⏘と⪃䛘られる。

 (䠕)　㻴䠕号住居址　

  ᮏ址䛿東ഃ調査༊中ኸで᳨ฟされた。ᙧែ䛿東す᪉ྥに長㍈をᣢ䛴長᪉ᙧと⪃䛘られるが䚸東ഃ部分

が地ᙧに䜘り๐平され䛶おりヲ⣽䛿୙明で䛒る。つ模䛿すቨが2.62㼙䚸北ቨ䛿ṧᏑ長で2.70㼙で䛒る。ᗋ面

積䛿ṧᏑ部分で4.20㎡を る。ቨ῝さ䛿北すコー䝘ーで᭱኱0.10䡉を る。住居主㍈᪉఩䛿᥎ᐃで㻺を

♧す。ᗋ䛿඲యに㌾㉁で䚸㈞ᗋが᪋され䛶いた。ピット䛿確認されなか䛳た。

　ᮏ址からのฟ土遺物䛿ややከく15Ⅼをᅗ♧した。䠍䛿⅊㔙㝡器☇でᗏ部のみのṧᏑで䛒る。ෆእ面に᪋

㔙が確認でき䚸ぢ込み部䛿㠀ᖖに᧿れ䛶いる。2䛿須恵器⵹で䚸⵹➃部にか䛘りのṧる䝍イ䝥のもので䛒る。

3と4䛿須恵器ᆗで䛒る。䛹䛱らもᗏ部䛿ᅇ㌿⣒ษりで䛒る。5䛿須恵器ናの⬗部からᗏ部䚸6䛿須恵器⏎で

ཱྀ⦕部から⬗部の◚∦で䛒る。⬗部እ面に྇き⑞をṧす。7から10䛿土師器ᆗで䚸7・8・10䛿ෆ面に㯮Ⰽฎ

⌮が᪋され䛶いる。9䛿Ⰽ調が〓Ⰽで土師器としたが䚸ᙧែⓗに䛿須恵器స成ᢏἲで䛒り䚸須恵器とする䜉

きものかもしれない。11䛿土師器᳐で䚸ෆ面を㯮Ⰽฎ⌮し䛶いる。12から14䛿い䛪れも土師器ᆗのእ面に

ቚ書ᡈいቚ⑞が認䜑られるもので䛒る。い䛪れも小∦でุㄞ䛿できない。15䛿土師器⏎で䛒る。

　これらのฟ土遺物から䚸ᮏ址䛿平安時代๓༙(䠕ୡ⣖代)の所⏘と⪃䛘られる。



㻝

㻞

㻟

㻡
㻢

㻣
㻤

㻠

調査༊ᇦእ

䜹クラン

㻴9

㻼
㻼

㻭
㻭
䇻 㻭
䇻

㻭 調 査 ༊ ᇦ እ

㻮 㻮䇻

㻮 㻮䇻

9

10

9

1
2

3

4

5
6

7

8
9

1
0

1

750.2㼙
2㼙

 

0 (1㻦80)

㻼1

㻼2

1ᒙ　10㼅㻾5㻛1 　〓⅊Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶやや䛒り。

2ᒙ　10㼅㻾7㻛6　　明㯤〓Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶやや䛒り。

　　　　　　　　　　　⢓土をྵ䜐。

3ᒙ　10㼅㻾2㻛1   㯮Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶやや䛒り。

4ᒙ　10㼅㻾3㻛2  㯮〓Ⰽ土　し䜎り䛒り。

　　　　　　　　　　⢓土をᑡ㔞ྵ䜐。

5ᒙ　10㼅㻾4㻛6  〓Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶやや䛒り。

　　　　　　　　　　䝻ー䝮⢏Ꮚをྵ䜐。

6ᒙ　10㼅㻾2㻛1  㯮Ⰽ土　し䜎りᙅく䚸⢓ᛶ䛒り。

　　　　　　　　　　↝土⢏Ꮚをྵ䜐。

7ᒙ　10㼅㻾6㻛4  に䜆い㯤ᶳⰍ土　し䜎り・⢓ᛶ䛒り。

8ᒙ　10㼅㻾2㻛1  㯮Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶ䛒り。↝土をྵ䜐。

9ᒙ　10㼅㻾8㻛3  ὸ㯤ᶳⰍ土　し䜎り・⢓ᛶ䛒り。⢓土ᒙ

10ᒙ　10㼅㻾5㻛4  に䜆い㯤Ⰽ〓Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶ䛒り。

　　　　　　　　　　　⢓土䝤䝻ックをᑡ㔞ྵ䜐。

5  (1㻦8)

7.8  (1㻦1)

1～4.6  (1㻦4)

第14図　H10号住居址及び出土遺物実測図

11

 (10)　㻴10号住居址　

  ᮏ址䛿東ഃ調査༊中ኸで᳨ฟされた。ᙧែ䛿長᪉ᙧと⪃䛘られるが住居の༡ഃが䜹クランと調査༊ᇦእ

となりヲ⣽䛿୙明で䛒る。ቨ῝さ䛿北東コー䝘ーで᭱኱0.50䡉を る。住居主㍈᪉఩䛿᥎ᐃで㻺-25゜-㼃を

♧す。ᗋ䛿඲యに㌾㉁で䚸඲యに㈞ᗋが᪋され䛶いた。᳨ฟされたᗋ部分に䛿ቨ⁁がᕠ䛳䛶いた。ピット

䛿ᗋ面で䠎か所᳨ฟされた。ྛピットのつ模䛿㻼1がᚄ0.37䡉・῝さ0.29㼙䚸㻼2がᚄ0.80䡉・῝さ0.25㼙を る。

住居址の掘᪉䛿䜋䜌平ᆠで䛒䛳た。ᮏ址の䜹䝬ド䛿北ቨ中ኸに䛒り䚸↮㐨部が䜟䛪かにṧᏑし䛶いた。⿇

部䛿ⓑⰍ⢓土と♟に䜘り構築され䛶おり䚸ⅆᗋ部䛿䜘く↝䛡䛶いた。

　ᮏ址からのฟ土遺物䛿᳨ฟ部分が⊃い๭に䛿ẚ㍑ⓗከく䚸䠔Ⅼをᅗ♧した。1䛿土師器ᆗでཱྀ⦕部がḞ

ᦆし䛶いる。2䛿土師器⏎で䚸ෆእ面に刷ẟ┠のṧる䝘䝕が᪋され䛶いる。3䛿ཱྀ⦕部がḞᦆし䛶いるⅭ䚸

⏎かናのุ᩿にⱞ៖する。ᗏ部にᮌⴥ⑞が䛒る。ෆ面䛿ẚ⇕のⅭか๤落し䛶いる。4䛿☻り石で䛒り䚸中ኸ

部が᧿れ䛶いる。5䛿᪉ᙧの台石で䚸∦面が䜘く᧿られ䛶いる。6䛿◒石で䛒る。7と䠔䛿⁥石製⮻⋢で䚸い䛪

れも中ኸ部に෇ᙧの✸Ꮝが䛒る。

   ᮏ址䛿これらのฟ土遺物から古墳時代ᚋ期(䠒～䠓ୡ⣖代)と⪃䛘られる。



    

(䠎)　㻰䠑号土坑　

  ᮏ址䛿すഃ調査༊の北䜘りで᳨ฟされた。㻴4号住居址と㔜」関ಀに䛒り䚸ᮏ址の᪉が᪂しい。ᙧែ䛿୙

ᩚᙧで䚸つ模䛿長㍈5.42㼙・῝さ0.90㼙を る。ᗏ面䛿พฝが⃭しく䚸⢓土ᒙがሁ積し䛶いる部分䛿䚸ᶓ᪉

ྥに䛘ぐる≧ែで掘๐が行䜟れ䛶いた。これらの事からᮏ土坑も⢓土᥇掘坑と⪃䛘られる。ᮏ址からのฟ

土遺物䛿ᑡなく䚸須恵器ና䠎Ⅼ䚸土師器⏎10Ⅼのい䛪れも小∦が䛒䛳たのみで䛒る。

(䠏)　㻰䠒号土坑　

  ᮏ址䛿すഃ調査༊の༡東➃で᳨ฟされた。ᙧែ䛿୙ᩚᙧで䛒る。ᗏ面䛿พฝが⃭しく䚸⢓土ᒙがሁ積し

䛶いる部分䛿䚸ᶓ᪉ྥに䛘ぐる≧ែで掘๐が行䜟れ䛶いた。これらの事からᮏ土坑も⢓土᥇掘坑と⪃䛘ら

れる。ᮏ址からのฟ土遺物䛿ᑡなく䚸土師器ᆗ䠎Ⅼ䚸土師器⏎6Ⅼのい䛪れも小∦が䛒䛳たのみで䛒る。

750.6㼙
2㼙

 

0 (1㻦80)

㻭

㻭䇻

㻭 㻭䇻

㻰㻠

㻰㻟

㻰㻞

㻰㻝

2

1 5 7 8

10

119
3

4

6

㻼

1ᒙ　10㼅㻾2㻛2 㯮〓Ⰽ土　䝻ー䝮・㍍石をྵ䜐。

2ᒙ　10㼅㻾2㻛2 㯮〓Ⰽ土　ⓑⰍ⢓土をややከくྵ䜐。

　　　　　　　　　　䝻ー䝮・㍍石をྵ䜐。

3ᒙ  7.5㼅㻾3㻛2  㯮〓Ⰽ土　ⓑⰍ⢏Ꮚ・↝土をややከくྵ䜐。

4ᒙ　10㼅㻾5㻛4  に䜆い〓Ⰽ土　⢓ᛶの䛒る䝻ー䝮主య。

5ᒙ　10㼅㻾2㻛3　㯮〓Ⰽ土　䝻ー䝮・⢓土をᑡ㔞ྵ䜐。

6ᒙ　7.5㼅㻾3㻛2  㯮〓Ⰽ土　ⓑⰍ⢏Ꮚ・㉥Ⰽ䝻ー䝮・㍍石をྵ䜐。

7ᒙ　10㼅㻾3㻛4   ᬯ〓Ⰽ土　䝻ー䝮ややከい。ⓑⰍ⢓土をྵ䜐。

8ᒙ　10㼅㻾2㻛3  㯮〓Ⰽ土　䝻ー䝮・ⓑⰍ⢓土⢏をᑡ㔞ྵ䜐。

9ᒙ　10㼅㻾4㻛2  ⅊㯤〓Ⰽ土　ⓑⰍ⢓土をከ㔞にྵ䜐。

10ᒙ　10㼅㻾2㻛2  㯮〓Ⰽ土　ⓑⰍ⢓土・䝻ー䝮・㍍石をᑡ㔞ྵ䜐。

11ᒙ　10㼅㻾5㻛4  に䜆い㯤〓Ⰽ土　䝻ー䝮・ⓑⰍ⢓土を主య。

　　　　　　　　　　　㯮〓Ⰽ土をྵ䜐。

㻔㻝㻦㻠㻕

㻔㻝㻦㻠㻕

㻴7

㻭 㻭䇻

㻭 㻭䇻

調
査
༊
ᇦ
እ

䜹クラン

1
2

4

3
4

5

750.2㼙
2㼙

 

0 (1㻦80)

調
査
༊
ᇦ
እ

㻼1

1ᒙ　10㼅㻾3㻛2　　㯮〓Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶやや䛒り。

　　　　　　　　　　　䝻ー䝮䝤䝻ックをከくྵ䜐。

2ᒙ　10㼅㻾3㻛1   㯮〓Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶやや䛒り。

3ᒙ　10㼅㻾4㻛6   〓Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶやや䛒り。

　　　　　　　　　　䝻ー䝮䝤䝻ックをከくྵ䜐。

4ᒙ　10㼅㻾4㻛6  〓Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶᙅい。

5ᒙ　10㼅㻾7㻛4  に䜆い㯤ᶳ　し䜎りやや䛒り䚸⢓ᛶᙅい。

 (11)　㻴11号住居址　

  ᮏ址䛿東ഃ調査༊東➃で᳨ฟされた。㔜」関

ಀ䛿㻴7号住居址と䛒り䚸ᮏ址の᪉が古い。ᙧែ

䛿᪉ᙧと⪃䛘られるが䚸北東ഃの኱部分が調査

༊ᇦእとなるた䜑ヲ⣽䛿୙明で䛒る。つ模䛿䚸

᳨ฟ部分ですቨ1.3㼙・༡ቨ0.48㼙で䛒る。ቨ῝

さ䛿すቨ部分で᭱኱0.39䡉を る。住居主㍈᪉

఩䛿᥎ᐃで㻺-38゜-㼃を♧す。ᗋ䛿඲యに◳㉁

で䚸㈞ᗋが᪋され䛶いた。ピット䛿掘᪉時に2か

所が᳨ฟされた。༡すコー䝘ー䜘り᳨ฟされた

㻼1䛿つ模がᚄ0.74䡉・῝さ0.17㼙を る。

　ᮏ址からのฟ土遺物䛿なく䚸所⏘時期䛿୙明で䛒る。
第15図　H11号住居址実測図
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第16図　　D1～４号土坑実側図

䠎㻚ᅵ䚷ᆙ
  (䠍)　㻰䠍～䠐号土坑　

  ᮏ土坑群䛿すഃ調査༊中ኸで᳨ฟされた。ᙧែ䛿い䛪れも୙ᩚᙧで䚸ᙧែ䜘り⢓土᥇掘坑と⪃䛘られ

る。ྛ土坑つ模䛿௨下の㏻りで䛒る。㻰1䛿 長㍈2.60㼙・῝さ0.55㼙。㻰2䛿長㍈1.55㼙・῝さ0.62㼙。㻰3䛿

長㍈2.70㼙・῝さ0.90㼙。 㻰4䛿 長㍈1.28㼙・῝さ0.36㼙で䛒る。㻰1から䛿須恵器⏎◚∦が䚸㻰2から䛿ቚ跡

が確認できる土師器ᆗがฟ土し䛶いる。

      



750.8㼙
2㼙

 

0 (1㻦80)

㻭 㻭䇻

㻭
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1ᒙ　10㼅㻾3㻛3  ᬯ〓Ⰽ土　䝻ー䝮・㉥Ⰽ䝻ー䝮・㍍石をᑡ㔞ྵ䜐。

2ᒙ　7.5㼅㻾3㻛3 ᬯ〓Ⰽ土　䝻ー䝮・㉥Ⰽ䝻ー䝮・㍍石をྵ䜐。

3ᒙ　5㼅㻾3㻛3   ᬯ㉥〓Ⰽ土　䝻ー䝮・㉥Ⰽ䝻ー䝮䝤䝻ックをከくྵ䜐。

4ᒙ　10㼅㻾4㻛4  〓Ⰽ土　　䝻ー䝮・㉥Ⰽ䝻ー䝮ややከい。ⓑⰍ⢓土をྵ䜐。

5ᒙ　10㼅㻾3㻛4  ᬯ〓Ⰽ土　䝻ー䝮ከくྵ䜐。㯮〓Ⰽ土をྵ䜐。

6ᒙ　10㼅㻾3㻛4  ᬯ〓Ⰽ土　䝻ー䝮ከくྵ䜐。ⓑⰍ⢓土・㉥Ⰽ䝻ー䝮をྵ䜐。

7ᒙ　10㼅㻾3㻛3 ᬯ〓Ⰽ土　↝土・ⓑⰍ⢓土をከくྵ䜐。
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1ᒙ　10㼅㻾4㻛3  に䜆い㯤〓Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶᙅい

2ᒙ　10㼅㻾4㻛4  〓Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶ䛒り。䝻ー䝮䝤䝻ックをྵ䜐。

3ᒙ　10㼅㻾3㻛1  㯮〓Ⰽ土　し䜎りやや䛒り。⢓ᛶᙅい。

1ᒙ　10㼅㻾2㻛1  㯮Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶ䛒り。

                     㯮࿡がᙉい。

2ᒙ　10㼅㻾3㻛3  ᬯ〓Ⰽ土　し䜎り・⢓ᛶやや䛒り。

                     䝻ー䝮䝤䝻ックをከくྵ䜐。

3ᒙ　10㼅㻾6㻛8  明㯤〓Ⰽ土　し䜎りᙅい。

               ⢓ᛶやや䛒り。䝻ー䝮土の掘りᔂれ。

4ᒙ　10㼅㻾8㻛3  ὸ㯤ᶳ土　し䜎りᙅく䚸

          ⢓ᛶやや䛒り。ⓑⰍの䝻ー䝮土が主య。

㻼

㻼
㻼

(1㻦4)

1～5  (1㻦4)

    

(䠐)　㻰䠓号土坑　

  ᮏ址䛿東ഃ調査༊の中ኸで᳨ฟされた。ᙧែ䛿෇ᙧで䚸つ模䛿ᚄ2.24㼙・῝さ1.17㼙を る。ᗏ面䛿すり

㖊≧を࿊し䛶おり䚸そ土䛿⮬↛ሁ積で䛒䛳た。ᮏ址からのฟ土遺物䛿い䛪れも小∦でᅗ♧できなか䛳たが

い䜟䜖る䛂Ṋ蔵⏎䛃と࿧ばれる土師器⏎∦がከくฟ土した。

(䠑)　㻰䠔号土坑　

  ᮏ址䛿東ഃ調査༊の東䜘りで᳨ฟされた。ᙧែ䛿ᴃ෇ᙧで䚸長㍈᪉఩䛿㻺-55゜-㻱を る。つ模䛿長㍈

2.90㼙・▷㍈1.56㼙・῝さ0.84㼙を る。土坑ᗏ面に䛿䠏か所のピットが確認され䚸つ模䛿ᚄ0.58～0.70㼙・῝

さ0.37～0.48㼙を る。これらのᙧែから䚸ᮏ土坑䛿い䜟䜖る䛂落とし穴䛃と࿧ばれるものと⪃䛘られる。ᮏ址

からのฟ土遺物䛿なく䚸所⏘時期䛿୙明で䛒る。
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西側調査区全体図
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H11

カクラン

カクラン

カクラン

東側調査区全体図

　今回の発掘調査では一か所のピット列と６7

か所の単独ピットを検出した。これらの内、P14

.16.63やP31.3247.48等は掘立柱建物址になる

可能性も指摘できるが、調査範囲の制約から

確証は得られなかった。単独ピットの形態は

円形が多く、柱痕などが確認できるものはな

かった。
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第18図　周辺遺跡調査状況

西側調査区の粘土採掘坑

　今回の発掘調査は３８６㎡という限られた

範囲での調査であったが、上信越自動車

道路及び市道建設時の発掘調査により、

不整形であるが大量の須恵器等が出土し、

溝の内部が「郡衙」の候補地とされた大溝

に囲まれる範囲内であった為、成果に注目

があつまった。

　結果、「郡衙」を想定し得るような遺構・遺

物は発見されなかった。溝で区画された範

囲は直径240mであり、今回の調査成果が、

郡衙候補地の当落を判断するにはあまりに

も狭小であることは理解している。尚且つ、北

に隣接する田切は現在でも成長を続けてお

り、古代の景観がどのようになっていたかは

不確実な部分の方が大きい。

　しかし、「正倉」「郡庁」「館」「厨」などの施設

が立ち並ぶであろう郡が推定地にしては、通

常の竪穴住居址が混在する事や、今回調査

された粘土採掘坑の存在が気にかかる。

　今後は今回の調査成果も含め、大溝内と

外の時期別の住居分布や掘立柱建物址の

配置などを考察し、事実に近づくことが必要

であろう。

　以上雑駁であるがまとめとしたい。

　

４.調査の成果

３.ピット列及び単独ピット



短頸鏃 Ⅲ区

下部欠損 Ⅲ区

 〃　　0.4 　　　〃 正面　側面に擦痕 Ⅲ区

 〃　　0.3 　　　〃 正面　側面に擦痕 Ⅳ区

出土位置

孔径　0.3 <石材> <被熱>なし 約1/2欠損 検出

内面 外面 備考

完全実測

完全実測

口縁ヨコナデ→胴部ヘラケズリ

口縁ヨコナデ→胴部ヘラケズリ

ナデ後ミガキ

Ⅳ区

№1　Ⅰ区・Ⅳ区

Ⅳ区

Ⅰ区・カマド

Ⅲ区・H1

Ⅰ区・Ⅲ区

Ⅳ区

口縁ヨコナデ→胴部ヘラナデ

口縁ヨコナデ→胴部ヘラナデ

口縁ヨコナデ→胴部ヘラナデ

口縁ヨコナデ→胴部ヘラナデ

ヘラナデ

回転実測

回転実測

外面磨耗

完全実測　木葉痕あり

口縁ヨコナデ→胴部ヘラケズリ

口縁ヨコナデ→胴部ヘラケズリ

Ⅲ区(14.2) <4.0> 口縁ヨコナデ→底部ヘラケズリ

- 4.2 みこみ部ナデ→口縁ヨコナデ 口縁ヨコナデ→底部ヘラケズリ
完全実測

外面磨耗

球胴甕

器　　種

石器

(14.0)

(16.0)

みこみ部ナデ→口縁ヨコナデ

-

-

-

-

坏

坏

武蔵甕

武蔵甕

甕

武蔵甕

10

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

不明 <2.9> <0.9> <0.3> 2.35

5

6

7

8

9

No.

11

12

13

15

石器

石器

2.614 鉄製品 鏃 0.2

ヨコナデ

回転実測

<28.0>

<8.1>

最大厚 重　量

土師器

回転実測(10.1) <3.2>

臼玉 1.6

鉄製品

3.3

口縁ヨコナデ→底部ヘラケズリ

9.6 <1.4>

(12.4)3

4

回転実測 Ⅲ区・カマド

器種
法　   量

蓋

ロクロナデ→底部回転ヘラケズリ→高台貼付
完全実測

みこみ部磨耗
Ⅳ区

H2　H1

1

2 須恵器 有台坏 -

須恵器

推定値(  )残存値<  >丸底●

口径(長) 底径(幅) 器高(厚) 備　　考内　   面 外     面 出土位置
H2 種別

22.4

素　　材 最大長 最大幅

(9.2) -

土師器 坏

(23.9)

(18.4)

(19.5)

7.8

<15.8>

<21.9>

<3.1>

<1.3> <1.5> <0.5>

H1 種別 器種
法　   量

ロクロナデ

-

推定値(  )残存値<  >丸底●

口径(長) 底径(幅) 器高(厚) 備　　考 出土位置内　   面 外     面

0.7

1.65 0.6

成 形　・　調 整　・　文 様　

ロクロナデ<1.8>

ロクロナデ

ロクロナデ→天井部回転ヘラケズリ

1 須恵器 有台坏 (17.0) 11.4

臼玉 1.4 1.75

臼玉

5.5

成 形　・　調 整　・　文 様　

完全実測ロクロナデ→底部回転ヘラケズリ→高台貼付

2.57

1.87

3.36

1.53

第１表　ピット計測表

第２表　出土遺物観察表
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単位㎝

№ 形態 径 深さ 土説 出土遺物 № 形態 径 深さ 土説 出土遺物

F1P1 - 45 41 土師甕3 P32 円形 55 47 10YR3/1 須恵坏1、土師甕1

F1P2 不整形 70 54 須恵坏1、土師甕4 P33 - 145 88 10YR3/1 須恵坏2、土師坏内黒2・甕2

F1P3 円形 67 19 P34 不整形 135 46 10YR3/1 須恵坏1・甕1、土師坏1・甕2

F1P4 円形 52 39 須恵坏1、土師坏1・甕1 P35 - 55 43 10YR3/1 須恵蓋14・坏2・甕1、土師甕1

F1P5 円形 68 44 P36 - (45) 42 10YR3/1

F1P6 円形 57 30 土師坏1、土師甕4 P37 65 34 10YR3/1 須恵坏1

P1 円形 56 28 須恵坏1・甕1 P38 - 61 44 10YR3/1 土師坏内黒2・甕2

P2 不整形 110 22 P39 楕円形 63 36 10YR3/1 須恵蓋1、土師甕2(武蔵)

P3 円形 55 53 10YR3/1 土師坏4・甕2 P40 円形 48 37 10YR3/1

P4 円形 43 24 10YR3/1 P41 不整形 59 35 10YR3/1

P5 円形 72 45 10YR3/1 須恵甕1、土師甕2 P42 円形 38 16 10YR3/1

P6 楕円形 64 27 10YR3/1 P43 円形 40 14 10YR3/1

P7 楕円形 63 33 10YR3/1 土師甕1 P44 円形 47 21 10YR3/1

P8 楕円形 60 29 10YR3/1 P45 円形 50 76 10YR3/1 土師甕1

P9 楕円形 86 14 10YR3/1 P46 - 63 35 10YR3/1

P10 円形 49 23 10YR3/1 P47 不整形 (120) 49 10YR3/1 須恵坏8・甕3、土師甕5・坏内黒7

P11 - 53 30 10YR3/1 P48 不整形 95 91 10YR3/1 須恵坏1・甕、土師甕6

P12 不整形 80 29 10YR3/1 P49 楕円形 60 29 10YR4/1

P13 楕円形 55 18 10YR3/1 P50 円形 63 18 10YR3/1

P14 楕円形 105 53 10YR3/1 土師甕1 P51 不整形 75 35 10YR4/1 土師甕1

P15 円形 35 25 10YR3/1 須恵蓋1 P52 不整形 64 40 10YR4/1

P16 円形 75 49 10YR3/1 P53 不整形 55 35 10YR4/1

P17 円形 67 47 10YR3/1 土師甕3(古墳) P54 不整形 95 31 10YR4/1

P18 不整形 71 46 10YR3/1 須恵甕1 P55 円形 56 35 10YR2/1 土師甕1

P19 不整形 130 40 10YR3/1 須恵坏1、土師甕2 P56 円形 69 46 10YR4/1

P20 円形 61 36 10YR5/1 P57 円形 54 28 10YR2/1

P21 円形 46 34 10YR3/1 P58 - 45 30 10YR2/1

P22 不整形 168 46 10YR3/1 須恵高台坏 P59 楕円形 40 13 10YR2/1

P23 欠番 10YR3/1 P60 円形 38 6 10YR2/1

P24 円形 35 13 10YR3/1 P61 円形 73 47 10YR4/1 須恵蓋1・坏5、土師甕6

P25 円形 65 66 10YR3/1 土師甕 P62 不整形 75 25 10YR3/1

P26 円形 40 22 10YR3/1 P63 - 90 48 10YR3/1 須恵坏1、土師甕1

P27 円形 50 29 10YR3/1 P64 - 172 85 10YR3/1 須恵坏2・甕1、土師坏6・甕10

P28 円形 27 19 10YR2/1 P65 円形 48 44 10YR3/1

P29 - 108 90 10YR3/1 土師甕 P66 不整形 83 59 10YR3/1

P30 不整形 81 42 10YR3/1 土師甕3 P67 円形 56 48 10YR3/1

P31 不整形 150 49 10YR3/1 須恵坏4・甕1、土師坏2・甕1 P68 - 55 55 10YR3/1

「出土遺物」の数字は小片を数えた数



第３表　出土遺物観察表
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Ⅲ区

正面と縁辺に敲打痕 Ⅲ区

内面 外面 備考 出土位置

内面 外面 備考 出土位置

なし 正裏に穿孔(錘の未製品か) 正面に条痕 H4

なし

なし

正面にすり面

正面にすり面　条痕あり

正裏・側面に擦痕あり

上下～裏面　欠損　砥面数3　正面に条痕のこる

正裏・側面に擦痕あり

Ⅰ区.カマド

孔径　0.25

外面 備考

あり(一部黒褐色化)

なし

内面

なし

出土位置

カマド

№1

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区8 石器 臼玉 1.1 1.1 0.9 1.28

孔径　0.3

450.00

7 石器 臼玉 1.15 1.15 0.6

6 石器 砥石 <13.4> <7.4> <5.2>

5 石器 台石 26.6 19.3 9.0

最大厚 重　量

4 石器 磨石 23.4 12.3 7.3

回転実測

回転実測

完全実測　内面剥離

Ⅰ区

Ⅰ区.Ⅱ区

No. 器　　種 素　　材 最大長 最大幅

みこみ部ナデ→口縁ヨコナデ

口縁ヨコナデ→胴部ハケメ

ヘラナデ

口縁ヨコナデ　底部ヘラケズリ

口縁ヨコナデ→胴部ハケメ

ナデ.ミガキ　底部　木葉痕

(13.8)

-

7.2

<2.9>

<13.7>

<19.8>

坏

甕

球胴甕

-

(19.6)

-

1

2

3

土師器

土師器

土師器

底径(幅) 器高(厚) 内　   面 外     面 備　　考 出土位置

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

H10 種別 器種
法　   量 成 形　・　調 整　・　文 様　 推定値(  )残存値<  >丸底●

口径(長)

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区　H8Ⅰ区　H10ケン

Ⅱ区

Ⅰ区

回転実測

回転実測

完全実測

破片実測

破片実測

完全実測

回転実測

完全実測

回転実測

ミガキ→黒色処理

ロクロナデ→胴部タタキメ

ロクロナデ　底部回転糸切り　(右)

ロクロナデ→底部と底部外周回転ヘラケズリ

ロクロナデ→底部糸切り　墨書あり

ロクロナデ　墨書あり

ロクロナデ　墨書あり

ロクロナデ→底部と底部外周　ヘラケズリ

ロクロナデ→底部回転糸切り　(右)

ロクロナデ→底部糸切り→高台貼付

-

<1.3>

ロクロナデ

ミガキ→黒色処理

ミガキ→黒色処理

ロクロナデ

ミガキ→黒色処理

ミガキ→黒色処理

ミガキ→黒色処理

ミガキ→黒色処理

(5.9)

<8.8>

5.4

4.3

3.8

4.0

<2.3>

-

回転実測

磨耗

2.4

最大厚

Ⅳ区　東カマド

4 石器 軽石製品 7.6 6.4

Ⅳ区

Ⅲ区.Ⅳ区　P51

Ⅳ区

Ⅰ区

Ⅳ区.カマド

Ⅱ区.Ⅳ区.カマド

Ⅰ区

ヘラケズリ

ヘラケズリ→ヘラミガキ　口縁ヨコナデ

ヘラケズリ→ナデ

ロクロナデ　底部回転糸切り→付高台

ヘラケズリ→ヘラミガキ　底部ヘラケズリ

ロクロナデ　墨書「口」不明

ヘラケズリ→ヘラミガキ

<8.8>

<9.9>

-

<2.8>

-

ヘラナデ→ヘラミガキ

ヘラケズリ→ナデ

ロクロナデ　ヘラミガキ→黒色処理

ハケ目→ヘラミガキ

3.8 1.1

<12.5>

<24.8>

<27.4>

土師器

0.5

坏？

皿？

ロクロナデ　ヘラミガキ→黒色処理

8

11

-

2

-

7.4

No. 器　　種 素　　材 最大長

-

-

9.0

-

最大幅

(21.0)

-

-

(9.0)

11.9

-

-

-

重　量

甕

甕

壷

-

-

25.8
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土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

縄文

鉄製品

鉢

12

14

9

10

13

鉢

不明

(15.0)

4 土師器 坏

<12.9>

2 土師器 坏 (10.4)

3

口縁ヨコナデ

胴部ヘラナデ→口縁ミガキ
ミガキ(球胴)甕 (20.3) - <7.0>

口縁ヨコナデ→胴部ヘラケズリ口縁ヨコナデ→胴部ヘラナデ土師器

出土位置

(13.4) <3.5>

底径(幅) 器高(厚) 内　   面 外     面

ミガキ→黒色処理 口縁ヨコナデ　底部ヘラケズリ→ミガキ1 土師器 坏 (14.2)

7 土師器 甕 (18.2)

武蔵甕 (25.4)

回転実測　外面磨

成 形　・　調 整　・　文 様　

備　　考口径(長)
H4 種別 器種

法　   量 推定値(  )残存値<  >丸底●

13.4

回転実測 Ⅱ区　

4.5 ナデ→暗文 底部ヘラケズリ　口縁ヨコナデ

OSSⅩ H8　OSSⅣ H8

ロクロナデ ロクロナデ→つま み.返り貼付　自然釉付着

ヘラナデ　口縁ヨコナデ

ヘラナデ　

ヘラミガキ

成 形　・　調 整　・　文 様　 推定値(  )残存値<  >丸底●

5.6

Ⅳ区　東カマド

Ⅳ区　

ナデ　口縁ヨコナデ(16.5) (16.6) <5.7>

<3.0> ナデ→暗文　口縁ヨコナデ 底部ヘラケズリ　口縁ヨコナデ

- 8.4 <1.5>

口径(長)

1 灰釉陶器 碗

H9 種別 器種

2 須恵器 蓋 - (2.2) <2.8>

法　   量

Ⅱ区

内　   面 外     面 備　　考

ロクロナデ 内面研磨 ロクロナデ→底部回転ヘラケズリ→高台貼付

出土位置底径(幅) 器高(厚)

16 石器 敲石 15.5

<9.0>

6.0

最大幅

5 土師器

1 土師器 坏

H8

(14.4)

-

(13.0)

3 土師器 坏

推定値(  )残存値<  >丸底●

口径(長) 底径(幅) 器高(厚) 内　   面 外     面 備　　考

法　   量
種別 器種

最大厚 重　量

底部ヘラケズリ　口縁ヨコナデ

ヘラナデ　口縁ヨコナデ 体～底部　ヘラケズリ　口縁ヨコナデ

成 形　・　調 整　・　文 様　

小型甕

器　　種

3 須恵器 坏 (14.6) (7.0) 3.9

No.

Ⅳ区

№1　

ヘラナデ　口縁ヨコナデ ヘラケズリ　口縁ヨコナデ

Ⅰ区．Ⅱ区.Ⅲ区　東カマド

ヘラミガキ→黒色処理

素　　材

底部ヘラケズリ　口縁ヨコナデ<4.4>

ヘラケズリ　口縁ヨコナデ

Ⅰ区．Ⅱ区ロクロナデ ロクロナデ→底部回転糸切り

(6.0) <2.7> ロクロナデ→底部回転糸切り　(右) Ⅱ区　H8Ⅰ区

回転実測

最大長

4 須恵器 坏 - ロクロナデ 完全実測

5 須恵器 壺 - (6.8) <6.0> ロクロナデ ロクロナデ→底部糸切り→高台貼付　自然釉付着 回転実測 Ⅱ区

6

7

甕

坏

-

6.2

8

9

須恵器

土師器

土師器

土師器

10

11

12

13

14

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

坏

坏

坏

椀

坏

坏

坏

(45.6)

(13.8)

(14.8)

(13.6)

(13.6)

-

-

-

-

(5.7)

(6.4)

5.3

7.4

-

-

回転実測 ホリ

6 土師器 甕 (11.4) 7.0 (18.8)

出土位置

D1～7 種別 器種
法　   量 成 形　・　調 整　・　文 様　 推定値(  )残存値<  >丸底●

口径(長) 底径(幅) 器高(厚) 内　   面 外     面 備　　考 出土位置

D1 須恵器 甕 - - - 当て具痕 タタキメ 断面実測　拓本 D1

D2 土師器 坏 (13.6) 6.3 4.9 ミガキ→黒色処理 ロクロナデ→底部回転糸切り　(右)　墨書あり 完全実測 D2

D6 土師器 ｺｼｷ(多孔) - (6.4) <4.5> ヘラナデ 胴部ヘラケズリ・底部ナデ→焼成前穿孔 回転実測 D6

1

2

3

ロクロナデ　ヘラミガキ→黒色処理

- <4.3> ロクロナデ

No. 器　　種 素　　材

須恵器

土師器

土師器

甕

坏

碗

(11.7)

最大長 最大幅 最大厚 重　量 内面 外面 備考 出土位置

4 石器 凹石 <6.7> 6.6 高さ4.2 61.66 凹径(3.7)　凹深1.3 〃 一部欠損 D7

5 石器 敲石 15.6 6.6 5.0 〃 稜線上と端部に敲打痕 D7

(13.3)

-

D7

D7

ロクロナデ D7

(8.0)

7.3

<4.5>

<1.7>

ロクロナデ　底部　回転糸切り

ロクロナデ　底部切り離し→付高台

ヘラナデ 胴部ヘラナデ　底部ヘラナデ 完全実測

内外自然釉

ロクロナデ　ヘラミガキ→黒色処理

Ⅰ区　Ⅱ区15 土師器 武蔵甕 - 2.0 <4.4>

破片を図上で復元

⑧と同一個体

⑦と同一個体

完全実測

墨書「口」不明

後期.堀の内

500.00

1.15

    -

2140.00

5.23

610.00

5.62



H１号住居跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H３号住居跡　　

H２号住居跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ２号住居址カマド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

H４号住居跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H４号住居跡掘方

図
版
一

H５・６号住居跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H７号住居跡



H８号住居址カマド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H８号住居址北壁カマド

H８号住居址　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H８号住居址掘方

H１０号住居址　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H１０号住居址

図
版
二

H9号住居址         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H１１号住居址



D１号土坑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D２号土坑　　

D３号土坑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D４号土坑

D５号土坑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D６号土坑

D７号土坑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D８号土坑

図
版
三
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H8-10

H8-11

H8-12

H8-13

H8-14

H8-15
H8-16

H9-1

H9-2

H9-5

H9-3
H9-4

H9-7

H9-6

H9-8 H9-9
H9-10

H9-11

H9-15

H9-12

H9-13

H9-14

H10-1

H10-2

H10-3

H10-4

H10-5

H10-6

D1 D2

D6

D7-1
D7-4

D7-2
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H10-7
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